
必
要
な
活
動
を
行
え
ま
す
。逆
に
、共
助
を

支
え
る
人
が
被
災
し
、共
助
が
機
能
し
な

く
な
る
と
、公
助
の
消
防
機
関
な
ど
は
、す

べ
て
に
対
処
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

ス
ム
ー
ズ
な
自
助
・
共
助
・
公
助
の

連
携

　

自
助
・
共
助
・
公
助
は
、お
互
い
を
支
え

合
う
関
係
に
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
役

割
を
果
た
し
、協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、地

域
防
災
力
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
分
一
人
で
は
対
応
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
た
と
き
、ま
ず
頼
れ
る
の
は
共
助
。た

だ
し
、頼
る
た
め
に
は
、自
分
に
被
害
が
な

く
、共
助
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
前
提
で

す
。そ
し
て
、そ
の
後
は
公
助
と
協
力
し
て

対
処
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。公
助

に
よ
る
支
援
を
皆
さ
ん
に
行
き
届
か
せ
る

た
め
に
は
、共
助
と
の
連
携
が
必
要
不
可

欠
な
の
で
す
。連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
け

ば
、自
分
や
地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
、早
い
復
旧
、復
興
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す
。こ
の

機
会
に
、自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
た

り
、家
族
で
話
し
合
っ
た
り
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

「自分の命は自分で守る。」 ― 防災の基本

　自宅を安全な空間にすることは、そこに住んでいる人にしかできないこと
です。地震の揺れの中では、誰もが自分の身を守ることしかできません。揺れ

が収まったとき、自分の目の前で火災が発生し
ていたら、それを最も早く消すことができるの
は自分です。家族がけがをしていたら、最も早
く応急手当できるのも自分です。このように、
自分で自分の命や家族、財産を守るための備え
と行動を「自助」といいます。

「自分たちの地域はみんなで守る。」 ― 地域を守るのに最も効果的な方法

　自分が生き埋めになったとき、それに気づいて、救出活動を始めてくれるの
は誰でしょう？ 阪神・淡路大震災のとき、消防や警察などの防災機関は、同時
にすべての現場に向かうことはできませんでした。まずは、近所の方が協力し
て救出してくれるのを待つのが現実的です。
　消火活動も救出活動も、早く始めるほど、そして、多くの人が参加するほど、
被害を小さくすることができます。災害時に協力するためには、ふだんからの
近所づきあいや地域での交流が大きな力になります。このように、近所の人た
ちが協力して地域を守るための備えと行動を「共助」といいます。

「行政機関がみんなを守る。」 ― 自助・共助では解決できない仕事を担当

　市役所や消防、警察などの行政機関
や、電気・ガスなどのライフラインサ
ービスを提供する公共機関が行う応
急対策や活動が「公助」です。
　田原市役所はもちろん、各機関すべ
てが、災害発生からできるだけ早く応
急対策活動を行えるよう、日ごろから
備えています。

自助［じじょ］

自分の身を自分の努力で守ること

【日ごろできること】
自宅の耐震診断・耐震改修
家具などの転倒防止
非常持出袋の準備　など

共助［きょうじょ］

身近な人たちがお互いに助け合うこと

【日ごろできること】
ふだんからの近所づきあい
自主防災会への参加
応急手当の方法の習得　など

公助［こうじょ］

行政機関などによる救助・援助

【携わる機関】
国（自衛隊など）
県（警察など）
市（消防署など）　ほか
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